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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成２５年５月１７日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしました 
のでお知らせいたします。 

記 
平成２６年３月期第２四半期（累計）業績予想数値の修正（平成２５年４月１日～平成２５年９月３０日） 

 

 
売 上 高 

（百万円）
営業利益 
（百万円）

経常利益
（百万円）

四半期純利益

（百万円） 

１株当たり 

四半期純利益 

（円  銭） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ５，５００ ３０ ３１ １０ ０．７６ 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） ５，２００ １００ １１０ ７０ ５．３２ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △３００ ７０ ７９ ６０   ― 

増 減 率            （％） △５．５ ２３３．３ ２５４．８ ６００．０   ― 

(ご参考)前期第２四半期実績 

（平成２５年３月期第２四半期）
５，４５４ △１１４ △９８ △５５ △４.２1 

 
平成２６年３月期通期業績予想数値の修正（平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日） 

 

 
売 上 高 

（百万円）
営業利益 
（百万円）

経常利益 
（百万円）

当期純利益 

（百万円） 

１株当たり 

当期純利益 

（円  銭） 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １２,５００ １９０ １９５  １２０ ９．１３ 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） １２,５００  ２６０   ２７４  １５０ １１．４０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ）      ―   ７０   ７９    ３０   ― 

増 減 率            （％）      ― ３６．８ ４０．５ ２５．０   ― 

（ご参考）前 期 実 績 
（平成２５年３月期） 

１２,２６１  １４５ １６０ １７０ １２．９８ 

 

修正の理由 

 当第 2 四半期累計期間は、例年、公共事業執行の一段落等で第 1 四半期が不需要期に入るため、赤字 

基調でありますが、前期より遅れていた主力製品のボックスカルバートの売上が伸び、推し進めていた 

関西地区の改善による黒字化、更に全社的に徹底したコスト削減が進み、利益に直結して増益となる見 

込みです。この状況及び直近の動向を踏まえ、第 2 四半期（累計）並びに通期の業績予想を修正して 

おります。 

（注）上記の業績予想には、現時点での入手可能な情報に基づく将来予想が含まれていますが、今後の 

   内外の状況変化により、実際の業績が記載の数値と大幅に異なる可能性があります。 

以  上 


